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?一般演題>
１．脳静脈血栓症と先天性血栓性素因に関する検討
大瀧 寛也?，中田 聡?，大谷 敏幸?
笹口 修男?，栗原 秀行?，内山 俊正?
（１ 高崎総合医療センター 脳神経外科）
（２ 同 臨床検査科）
脳静脈血栓症は,稀な脳卒中の一つであり,若年者に比
較的多く見られる.その原因は多岐に渡るが,その中でも
近年,遺伝子異常を伴う血栓性素因が注目されている.
Ferroらの脳静脈血栓症に関する代表的コホート研究では,
先天性血栓性素因によるものが22.4％と報告されており,
Shindoらの本邦における報告では31.8％と報告されてい
る.当院ではこの5年間に5例の脳静脈血栓症を経験し,
うち2例に遺伝子異常を伴う血栓性素因を認めた.1例は
アンチトロンビン欠損症であり,1例はプロテインC欠損
症 (経口避妊薬内服中)であった.抗凝固療法の投与期間な
どの長期管理の観点から先天性血栓性素因を念頭においた
診療は重要であり,この点を中心に検討したので報告する.
２．Penumbra systemを用いた急性期血行再建術の成績
（最近の症例を中心に）
山根 庸弘，藍原 正憲，木幡 一磨
清水 立矢，好本 裕平
（群馬大医・附属病院・脳神経外科）
2013年3月～2014年7月までPenumbra System(PS)を
用いて急性期血行再建術を施行した心原性脳塞栓13例の
手法,成績など検討したので報告する.【結 果】 13症
例中11症例でPSを実際に使用した.11症例中セパレー
ターを用いた吸引例が5症例.最近の6例ではa direct aspiration first pass technique(ADAPT)を用いて施行され
た.再開通成績はセパレーターを用いて吸引した5症例で
はTICI0:2例,TICI2A:3例であった.ADAPTを用いた
6症例ではTICI3;3例,TICI2A;1例,TICI2B;2例と比
較的良好な結果であった.【考 察】 ADAPTを用いた
結果では,6症例と少ない症例数であるが短い時間で良好
な再開通成績を得ている.今後Stent retrieverが導入され
る予定であるが,至適な使い分けが今後の課題と思われる.
３．脊髄硬膜動静脈瘻の治療後長期成績に対する外科的治
療
本多 文昭，清水 立矢，藍原 正憲
田中 志岳，好本 裕平
（群馬大医・附属病院・脳神経外科）
【背 景】 当院では2010年以降,脊髄硬膜動静脈瘻
(SDAVF)に対して直達手術を第一選択として治療を行っ
てきた.これらの症例の手術方法,治療成績について報告
する.【対象・方法】 2010年4月～2014年6月の期間に
当院で治療された連続7例を対象とした.全例直達手術で
治療を行っており,手術方法や根治率を検討した.【結
果】 7名の内訳は男6人,女1人で年齢の中間値は73歳
(48-80歳),病変部位は胸椎4例,腰椎3例であり,全例直
達手術が施行され根治率100％だった.直達手術では病変
高位の半椎弓切除によるdrainer離断とシャント部の可及
的な凝固を行っており,最近は手術時間も2～3時間で済
んでいる.初期の一例で術後に癒着性くも膜炎を疑う所見
を認めているが, 根治率は100％だった.【結 語】
SDAVFに対する直達手術は,比較的低侵襲で高い根治率
が得られる治療法である.
４．胸椎後縦 帯骨化症（OPLL）での前方アプローチ手術
の１例（trans-thoracic extrapleural approach）
松島 忠夫?，窪田 圭一?，奥山 澄人?
冨井 雅人?，松山 純子?，西村 真実?
水野 順一?，吉野 泰啓?
(１ 総合南東北病院 脳神経外科，低侵襲脊髄手術セ
ンター（宮城県岩沼市））
（２ 総合南東北病院 外科）
脊髄症の原因となる胸椎脊髄病変は比較的少ない.診断
や治療の遅れによって神経麻痺などの重度の後遺症を惹き
起こすこともある.胸部脊髄は易損性ともいわれ手術での
症状悪化もありうる.受診時麻痺がある場合,診断がつき
次第,早めの除圧手術が必要となる.前方アプローチでの
開胸術を必要とする際は,迅速に手術予定を組むことが困
難な場合もありうる.58歳男性で急速に進行する対麻痺症
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